
ねてその詩心を

尾崎喜八没後50年

山
や
自
然
を
愛
し
た
詩
人
、
尾
崎
喜
八
（
1
8
9
2
～
1
9
7
4
年
）
が
亡
く

な
っ
て
、
今
年
2
月
で
5
0
年
に
な
っ
た
。
喜
八
は
1
9
4
6
年
9
月
か
ら
7
年
間
、

富
士
見
に
滞
在
し
た
。
そ
の
縁
で
茅
野
市
豊
平
小
、
岡
谷
南
高
校
（
岡
谷
市
）
、
富

士
見
町
富
士
見
小
学
校
な
ど
諏
訪
地
域
を
は
じ
め
、
県
内
の
小
中
学
校
、
高
校
を

中
心
に
生
涯
で
劇
を
超
え
る
校
歌
を
作
詞
し
、
今
で
も
多
く
の
児
童
・
生
徒
た
ち

に
歌
わ
れ
て
い
る
。
激
動
の
訓
世
紀
を
生
き
た
詩
人
の
心
の
変
遷
を
、
「
自
註

富
士
見
高
原
詩
集
」
な
ど
を
手
掛
か
り
に
た
ど
っ
て
み
た
。
（
飛
矢
崎
貴
規
）

自
然
や
人
間
を

賛
美
す
る
詩
人

東
京
市
京
橋
に
生
ま
れ
た
声

八
は
、
京
華
商
業
学
校
を
経
て

中
井
銀
行
に
就
職
。
武
者
小
路

実
篤
や
志
賀
直
哉
な
ど
が
創
刊

し
た
雑
誌
「
白
樺
」
の
影
響
を

受
け
、
理
想
主
義
的
な
作
風
の

下
、
自
然
や
人
間
を
賛
美
す
を

詩
人
と
し
て
出
発
し
た
。

3
0
歳
で
最
初
の
詩
集
「
空
と

樹
木
」
を
刊
行
す
る
と
、
「
道

程
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
詩
人
で

彫
刻
家
の
高
村
光
太
郎
、
フ
ラ

ン
ス
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
も
手
紙
を

通
じ
て
交
流
し
た
。

喜
八
は
夏
の
暮
ら
し
を
描
い

た
「
高
層
雲
の
下
」
か
ら
「
ク

リ
ス
マ
ス
」
、
「
大
根
」
に
至
る

ま
で
、
日
々
の
生
活
の
景
色
と

心
情
を
自
由
な
形
で
歌
っ
た
。

第
5
詩
集
「
行
人
の
歌
」
に
納
め

た
「
私
の
詩
」
で
は
、
素
朴
な
魂

の
人
び
と
、
日
々
の
悪
戦
を
戦

う
人
び
と
に
自
分
の
詩
を
贈
り

た
い
と
し
、
（
私
は
自
分
の
詩

に
よ
っ
て
　
彼
ら
の
楽
し
い
伴

侶
で
あ
り
た
い
）
と
願
っ
た
。

自
然
観
察
の
成
果
を
集
め
た

随
筆
集
「
山
の
絵
本
」
、
独
学
で

ド
イ
ツ
語
を
習
得
し
て
ヘ
ル
マ

ン
・
ヘ
ッ
セ
の
翻
訳
も
刊
行
し
、

旺
盛
な
文
学
活
動
を
展
開
。
大

正
期
の
自
由
主
義
的
雰
囲
気
が

去
り
、
昭
和
初
年
の
世
界
恐
慌
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
戦
争
の
に
お
い

が
濃
く
な
る
中
、
配
給
の
芋
を

題
材
に
し
た
「
此
の
糧
」
、
銃
後

の
民
衆
を
歌
っ
た
「
同
胞
と
共

に
あ
り
」
を
書
名
に
選
ん
だ
詩

集
も
出
版
し
た
。

敗
戦
で
心
に
傷

生
き
直
す
決
心

し
か
し
日
本
は
1
9
4
5
年

8
月
に
敗
戦
を
迎
え
、
精
神
的

に
傷
を
負
う
。
「
恵
悦
と
後
悔
」

か
ら
世
の
中
や
過
去
か
ら
離
れ
、

「
全
く
無
名
の
人
間
と
し
て
生

き
直
す
こ
と
」
を
願
い
、
4
6
年

「
分
水
荘
」
の
書
斎
で
執
筆
中
の
尾
崎
喜
八

‖
富
士
見
町
高
原
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
提
供

9
月
に
元
伯
爵
渡
辺
昭
が
富
士
㌦

見
高
原
に
所
有
し
て
い
た
別
荘
■
■

富
士
日
バ

「
分
水
荘
」
へ
と
移
り
住
む
。

（
人
の
世
の
転
変
が
私
を
こ
こ

へ
導
い
た
。
古
い
岩
石
の
地

の
起
伏
と
め
ぐ
る
昼
夜
の
大

い
な
る
国
、
）
（
「
土
地
」
）
へ
と
や

っ
て
来
た
。

富
士
見
の
地
で
「
春
の
牧
場
」

「
夏
の
小
鳥
が
…
…
」
「
或
る
晴

れ
た
秋
打
朝
の
歌
」
な
ど
高
原

の
四
季
を
折
り
込
ん
だ
詩
を
創

作
。
厳
し
く
美
し
い
自
然
と
、

そ
の
中
に
あ
っ
て
貧
し
く
も
ひ


